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1.研究実施の概要 

脳発達の最終段階において、神経回路の広汎な再編成が観察される。この現象は主に遺

伝子に組み込まれた情報にガイドされて形成された未熟回路の再構築によって、学習や記

憶などの高次脳機能を含めた脳機能を発現できる成熟回路を形成する過程と考えられる。

この過程は既に脳として機能している回路の変化であるため、しばしば行動やリズムなど

の個体としての脳機能の変化として表現される。この発達脳では、広汎に活性化される機

能回路がまず形成され、その後、より細かな機能回路単位の絞込みが行われ、成熟した回

路が完成する。これら多くの変化は、内外環境による神経回路活動に依存性のプロセスで

あり、高次脳機能においてはしばしば臨界期が存在する。さらに、成熟した脳の障害後の

回復期に関し、ヒトでも一旦広汎な活動領域が形成され、その後の機能回復期に活動領域

の絞込みが行われる。また、虚血や傷害動物モデルにおいて、障害後早期に、多くの未熟

期に特有な回路特性が再現することが明らかになってきている。このことから再生回路の

再編成においても、発達期と同様のプロセスが再現されることが示唆される。そのため、

発達期における回路再編成の抽出と制御機構を検討することは、内外環境に依存した脳機

能発達のメカニズムの理解ばかりでなく、成熟した脳におこる障害後の回路再編成と比較

することにより、機能回復を目的とした回路再構築に向けた方策にも大きな助言を与える

ことが可能となる。 

本研究は、障害回復期に一旦形成されたラフな機能回路から成熟・正常回路への再編成

の理解のため、１）成熟した脳の障害後、機能回復に伴う大脳皮質活動領域の変化につい

て、ヒトおよび障害モデル動物における非侵襲的計測法による観察と合わせて、背景にあ

る活動回路の再編成の回路基盤を理解する。２）この回路再編の理解のために、発達期お

よび再生期におこる活動神経回路再編成の基本原理の解明を進める。 

平成１６年度は近赤外線トポグラフィーのヒト脳機能回復計測グループへの導入などグ

ループにおける研究準備をすすめ、順調に進んでいる。 

 

2.研究実施体制 

神経回路再編機構研究グループ 



① 研究分担グループ長：鍋倉 淳一（自然科学研究機構・生理学研究所、教授） 

② 研究項目：発達および回復期における回路再編成のメカニズムの解明 

 

ヒト脳機能回復計測グループ 

① 研究分担グループ長：加藤 宏之（国際医療福祉大学臨床医学研究センター、教

授） 

② 研究項目：脳血管障害患者の脳機能回復過程に関する光トポグラフィー、fMRI等

を用いた検討 

 

サル脳機能グループ 

① 研究分担グループ長：塚田 秀夫（浜松ホトニクス㈱中央研究所、PETセンター

長） 

② 研究項目：障害モデル動物における活動領域の変化と再臨界期：活動領域の変化

についての動物用PETを用いた検討 

 

細胞内クロール調節機構解析グループ 

① 研究分担グループ長：福田 敦夫（浜松医科大学医学部、教授） 

② 研究項目：神経回路の発達・再編と再臨界期へのCl-transporterにリンクした

GABA応答の関与の証明 

 

小脳シナプス発達機構研究グループ 

① 研究分担グループ長：橋本 浩一（金沢大学大学院医学系研究科、助手） 

② 研究項目：発達期・再生期の小脳における神経回路の機能的再編成の基本原理の

解明 
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